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１. 研究背景・目的 

我が国の路線バスは 1965 年以降モータリゼーショ

ンにより利用者の減少が続き、現在の輸送人員はピー

ク時の半分 1)である。加えて、2008 年をピークに人口

減少社会に突入しており、2047 年頃には総人口が 1 億

人を割り込むことが予想 2)され、これからも輸送人員

の減少は必至である。この現状で推移すると廃止され

るバス路線が増え、路線バス以外の公共交通に乏しい

地域の住民の移動手段が限られてしまう。特に、自家

用車の運転が難しく一人で移動できない単身高齢者が、

市街地から離れた比較的大規模な病院に通院するのは

容易ではない。そのため、今後も路線バスの維持は必

要であると考えられる。以上を踏まえると、路線バス

の維持を検討する前にまずは現状の路線バスのサービ

ス水準を把握し、どのように生かすかを考える必要が

ある。 

そこで本研究では、高齢者の交通手段としての路線

バスのサービス水準について、対象の病院を通過する

バス路線のカバー人口と面積を中心に現状の把握を行

った上で、その他複数の都市との比較をし、今後の高

齢者の交通手段として路線バスの維持に資することを

目的とする。 

 

２. 既存研究の整理 

井上ら 3)は、福岡県の八女市と八女郡（6 町村）を中

心とする地域を対象としてマクロ分析を行い、将来の

バス需要は今後もかなりの減少が続き、バス事業者の

収入と支出の関係が変わらないとすると、殆どの路線

の廃止が避けられないと述べている。 

伊藤ら 4)は、愛知県日進市のコミュニティーバスの

調査を計 3 日間実施し、運賃の変動に比べると運行頻

度の変化で利用頻度が変わることを示していた。しか

し、既存研究では高齢者の移動手段として路線バスが

カバーしている人口や面積に関する研究は確認できな

かった。 

 

３. 研究方法 

3.1.研究対象地域 

100 人当たりの自家用車（ここでは、自家用乗用車の

普通車と小型車、自家用軽自動車とする）の保有数を

各都道府県で調べ 5)6)、最も高い数値を示した群馬県、

栃木県、茨城県の県庁所在地（前橋市・宇都宮市・ 

水戸市）を対象とする。病院については、医療法にお

ける医療施設の分類「地域医療支援病院」を対象とす

る 7)8)9)。 

3.2.研究方法 

 本研究では、路線バスのサービス水準を把握するた

めに GIS ソフトを用い、対象病院を通る路線バスがカ

バーしている人口や面積を調査した。また、各事業者

の発行する時刻表等から、対象バス路線の運行本数を

調査した。それらのデータに加えて、対象都市の高齢

者に対する路線バス等の政策の比較と、国民健康保険

の給付額や要介護・要支援認定者の数から健康指標の

比較も行うこととする。 

 

４．研究結果 

4.1. 対象路線バスのカバー率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 対象路線バスのカバー率 

 前橋市・宇都宮市・水戸市の地域医療支援病院を通

過する路線バスのカバー率を、DID 内と市内全体に分

けて面積比率・人口比率・単身高齢者人口比率の項目

別に整理したものを図-1 に示す。 

 前橋市のDID内では全ての項目で 50%に近い数値を

示しており、3 都市の DID 内で最も路線バスのカバー

率が高い。水戸市の DID 内の面積比率では 42%と前橋

市の 48%と近い値であるが、人口比率では水戸市が

38%となっており、前橋市の 51%と大きな違いがある。

これは、前橋市のバス路線は重複する区間が少ないの

に対し、水戸市の大半のバス路線では水戸駅から数キ

ロで重複する区間があるためと推測される。 

市内全体においても同様に、前橋市が対象都市で最

も路線バスカバー率が高い。一方、水戸市では面積比

率が 14%と前橋市の 24%を下回っているが、人口比率

では水戸市が 31%、前橋市が 35%と前橋市に近い値で

あった。 
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4.2.バス路線の本数と効率性 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 対象バス路線の本数・効率性 

 図-2の左側は、総務省「社会生活基本調査」（2011年）
10)より高齢者の通院ピーク時間の午前 8時から 12時ま

でを対象時間とし、バスの本数を調べたものである。

その結果、宇都宮市のバスの本数が最も多く、前橋市

の本数が最も少ない。これは、対象路線バスのカバー

率とは逆の結果が出ている。図-2 の右側は、対象都市

の病院を通るバス路線のカバー人口に、バス路線の距

離を除したものである。宇都宮市が最も効率性が高く、

水戸市の効率性が低いことが分かる。 

 これより、バスの本数と効率性両方の観点からみる

と、宇都宮市が優れている都市であるといえる。 

4.3.高齢者の外出支援政策の比較 

表-1 対象都市の高齢者パス等の有無 

 

 

 

 

 

ここで、高齢者の外出を支援するバス利用パス等の

存在を確認する（表-1）。高齢者パス等の有無では、前

橋市と宇都宮市には自治体が発行し、複数の事業者の

バスに乗ることが可能なものが発行されている。しか

し、水戸市では、バス事業者が高齢者向けの定期券を

発行している状況にとどまっており、複数の事業者に

またがる際は複数の高齢者向けの定期券を所持しなけ

ればならないと考えられる。 

表-2 対象都市の免許返納時の特典の有無  

 

 

 

 

 

対象都市が基礎自治体として免許返納時に行ってい

る特典について把握したところ（表-2）、前橋市のみ免

許返納特典が確認できた。その内容は、所得などの制

限なく全ての 65 歳以上の人に、運転経歴証明書の交付

する際に掛かる 1,000 円の手数料を全額助成と、市内

を運行している公共交通の回数券の交付であった。 

また、県が行っている運転経歴証明書を提示した際

のサービスは、群馬県と茨城県では行われている。内

容は、運転経歴証明書を提示すると県内のタクシーの

運賃が 10%引きになることや、スーパーマーケットで

購入した商品を配達する際の送料を特別料金にするな

どであった。一方で茨城県ではこのような制度は一切

設けておらず、基礎自治体が自主的に行っているもの

のみとなっている。茨城県の 44 市町村の中で 17 市町

村が運転経歴証明書のサービスを実施しており、内容

は公共交通の回数券等が中心であった。 

以上に挙げられる施策等をまとめてみると、免許を

返納したときに受けられる特典制度を都道府県が行っ

ているサービスのみではなく、対象都市内では前橋市

のみが基礎自治体として唯一行っていること等から、

高齢者に対する外出支援施策は前橋市が最も充実して

いるといえる。 

4.4.対象都市の健康指標の比較 

 国民健康保険の支給額は、宇都宮市の 1 人当たりの

給付額が最も少なく、水戸市の 1 人当たりの給付額が

最も高いが、水戸市と前橋市はほぼ同じ額であるため、

宇都宮市が 1 つ抜き出ている状態である。要介護・要

支援認定者数も、国民健康保険の給付額と同じような

傾向が見られており、宇都宮市が最も少ない状況であ

った。 

 

５.まとめと今後の課題 

 本研究の調査から、路線バスの運行本数・効率性が

高く、高齢者の外出支援政策も十分に取られている宇

都宮市は、路線バスのカバー率が低いにもかかわらず

高い健康指標を示した。また、路線バスのカバー率が

高く、高齢者の外出支援政策が十分に取られているが

バスの本数が少ない前橋市では、高い健康指標が示さ

れなかった。 

 以上のことから、高齢者の交通手段としての路線バ

スは、人口や面積のカバー率が高くなくても、運行本

数・効率性と高齢者の外出支援政策が揃えば十分に役

割が果たせていることが推察される。 

 今後は、各種政策と路線バスの運行本数・効率性の

関係性を解明するため、さらに対象地域を広げ研究を

進める必要性を認識している。 
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高齢者パス等の有無 内容
30％ほどの割引率の敬老バスカードを発行
市内在住の65歳以上対象
前橋市と高崎市とその近接都市のほぼすべての路線が使える
1000円で5000円相当のバス定期券を発行
市内在住の70歳以上対象
宇都宮市内全域全ての路線
事業者ごとに通常よりも割引率を上げた高齢者向き定期券を発行している
対象年齢は会社により異なる
購入した事業者の区間のみ有効

〇

△

宇都宮市

前橋市

水戸市

〇

1.運転経歴証明書交付手数料（1000円）を全額助成
2.前橋市や高崎市、その隣接市町村の地域で運行するほぼすべての路線バス回数券5800円分交付
3.上毛電鉄の回数券5500円分交付

内容

前橋市 〇

宇都宮市 ×

水戸市 ×

免許返納制度による
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